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と
こ
ろ
で
、
入
国
管
理
局
に
お
け
る
在
日
外
国
人
就
学
生
の
在
留
期
限
延
長
申
請
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
今
春

頃
よ
り
急
に
そ
の
許
否
基
準
が
厳
し
く
な
り
、
従
前
に
比
べ
同
期
限
延
長
が
許
可
さ
れ
な
い
事
例
が
多
発
し
、
在

日
外
国
人
の
人
権
が
十
分
に
擁
護
さ
れ
る
の
か
、
在
日
外
国
人
就
学
生
の
中
で
我
が
国
入
管
法
の
運
用
に
つ
い
て

大
き
な
動
揺
が
生
じ
て
い
る
。 

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
以
下
「
入
管
法
」
と
い
う
。
）
が
改
正
さ
れ
、
本
年
六
月
一
日
よ
り
の
施
行
を
迎

え
、
我
が
国
入
管
法
の
運
用
が
、
現
今
の
国
際
化
時
代
の
中
で
一
層
在
日
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
、
我
が
国
の

国
際
化
を
促
進
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
法
及
び
改
正
法
の
運
用
は
、
よ
り
公
平
で
明
瞭
な
基

準
を
も
っ
て
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。 

し
か
も
、
右
取
扱
い
の
厳
格
化
の
根
拠
と
し
て
、
本
年
三
月
二
九
日
付
法
務
省
入
国
管
理
局
長
通
達
が
、
同
許 

平
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四 
否
審
査
の
基
準
を
示
す
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ
な
が
ら
、
公
開
さ
れ
な
い
ま
ま
密
か
に
審
査
が
な
さ
れ
て
い
る
。 

従
っ
て
、
入
管
法
の
運
用
が
よ
り
公
平
で
か
つ
公
開
さ
れ
た
明
瞭
な
基
準
を
も
っ
て
行
わ
れ
る
よ
う
、
次
の
事

項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

一 

本
年
三
月
二
九
日
付
法
務
省
入
管
局
長
通
達
の
全
文
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

二 

右
通
達
は
、
従
前
の
在
日
就
学
生
の
在
留
期
限
延
長
申
請
に
つ
い
て
の
取
扱
い
基
準
を
変
更
す
る
も
の
か
ど

う
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

三 

在
日
外
国
人
就
学
生
の
在
留
期
限
延
長
申
請
事
件
の
本
年
一
月
よ
り
五
月
に
至
る
ま
で
の
申
請
数
及
び
同
許

可
・
不
許
可
の
件
数
に
つ
い
て
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


